
北信地域障がい福祉自立支援協議会 議事録 
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部会名 

第 5 回 本人中心部会 

会議で話し合われた事 

①神奈川県「やまゆり園」での事件を受けて（各事業所での様子） 

 ・事件直後に朝会等で利用者に、「事件について不安などを感じたら相談してください」と伝えたが、特に相談は来て

いない。事件について話が少し出ても、特に不安を感じている様子はみられない。 

 ・加害者が元支援者という事もあって、利用者の方々がその話を支援者にすることを遠慮されているように感じる。 

 ・防犯、セキュリティの強化等考えさせられるが、地域に開かれた事業所を目指してきた中で、どうしていくことが良

いのか。地域の方とも、災害があった時の協力はお願いしてあるが、事件があった時については話をしたことがなか

った。今後地域の方々と一緒に考えて協力をお願いできるようにしたい。 

 ＊その他たくさんのご意見ご感想をいただきましたが、その一部を記録に記しました。 

 ※今後、事業所を利用されている皆さんやご家族から事件についてお話があった際は、不安等をしっかり受け止め

ていきましょう。 

②各委員会より  

 ○ニーズ聴きたい・つなげたい 

  8／1～30 までお話を伺う活動を行っている。「やまゆり園」での事件を受け、もともと予定していた聴き取り内容

に、「今日のお話以外で、困っている事・不安なこと等ありませんか？」という項目を追加した。 

 ○いってみてやって委員会 

  ・「暮らしの場」見学会として、7／20 に「ホームかたくり」（GH）・「常岩の里ながみね」（入所施設）、8／3 に「青りん

ご」（GH）・「のぞみの郷高社」（入所施設）の見学会を実施。アンケートも実施したので、今後の活動に活かしていき

たい。 

・どちらも定員を上回る申し込みがあり、今回は見学先に相談して、全ても申し込みを受けることができた。今後

は、どのようにしていくのが良いか検討したい。 

・次は「過ごしの場所」見学会として、40 歳以上の方を対象に、デイサービスの見学会を行う。現在参加者募集中。 

 ○みんなで楽しもう会 

  ・7 月に実行委員を募集し、新たに 5 名の方が加わってくれた。3 つの企画があるので、それぞれに入ってもらい、

にぎやかに実行委員会を開くことができた。新しいメンバーが加わった事で、経験されてきた事が違うため、新た

な意見が出たりして、活動が広がっていくように感じる。 

  ・月 1 回実行委員会を行い、企画の準備を進めている。昨年度は職員の介入も多かったが、今年度はご本人たちの

言葉を待ち、ご本人たちの言葉で動くことを大切にしている。 

③各委員会に分かれて 

 

今後に向けて 

 

参加者所属機関名等 

北信保健福祉事務所福祉課・竹馬・ぴあワーク・りんごの木・マッシュルーム・はるかぜ・デイホームこころ・ふっくら工房

ふるさと・常岩の里ながみね・サービスセンターりんく・ももの木・つくしの家・すみれの家・北信圏域障害者総合相談支

援センター 

開催日時 

平成 28年 8月 8日（月） 

本日のテーマ、課題等 

①神奈川県「やまゆり園」での事件をうけて      ②各委員会より      ③各委員会に分かれて 


